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本論の第 2 章では，大学サッカー部に所属する GK13 名を被験者とし，ランダム方向に出される方向
指示器の電動表示に反応してボールにダイビングさせる実験を基に，そこからボールの位置（高さ，距
離）の違いに伴うダイビングにおける到達時間，移動速度，手の移動軌跡を比較し，ダイビングにおけ








Near Diving では，構えた姿勢からボールサイドの脚（BS脚）のみをボール側に 1 歩動かし，ダイビ









第 2 章では，各高さ（Upper，Middle，Lower）のボールまでの到達時間を比較し，Near へのダイ
ビング（Near Diving）では，ボールまでの到達時間が，左右とも Middle 試技，Upper 試技，Lower







一つであることを示した。Far Diving における Upper 試技では，より大きな床反力を発現するため，
CS 脚は大きな伸展トルクを発揮し，強い反動動作によって大きな床反力を得ていると考えられた。











での BS 脚股関節の内転動作が，より重要であると思われた。 
 第 4 章では，地面反力方向の変化について CGV の推移より，Transition の開始時と終了時での高さ
の違いに伴う重心移動速度の差を指摘し，Transition 期間の動作によってダイビング時の地面反力方向
の変化が生じることを明らかにした。さらに地面反力方向の変化について検討し，Transition における




















るコーチング方法の 1 つとして適用されることも期待される。 
平成２６年 １月２７日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った。その結果，審査委員全員が合格と判定
した。 
よって，著者は博士（コーチング学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
